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【公民館休館日】水曜日、1 月１日～1 月４日（年始の休館）、９日（成人の日）、２月１１日（建国記念の日）、 
２３日（天皇誕生日）、３月２１日（春分の日） 
 

           

        

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 皆さま、明けましておめでとうございます。昨年は皆さまのお力で、３年ぶりに公民館文化
祭を開催することができました。また、映画『MINAMATA』の上映や、雄神学区で「みんな
で学校ごっこ」開催を当面の目標とするプロジェクトを始めるなど、新たな活動に挑んでき
ました。 

明けた本年は、感染防止に努めながら、人と人との豊かなつながりを育む公民館らしい取
組みを進めてまいりたいと、職員一同決意を新たにしております。コロナ禍は私たちの弱さを
あぶり出すとともに、公民館の新たな可能性も拓いてくれました。社会的に弱い立場に置か
れている人も含めて、誰もが支え合って笑顔で暮らせる地域を学びの力で築いていくため
に、いっそう努力する所存です。どうぞよろしくお願い申し上げます。                                職員一同 

 

防災士として各種イベント、ＴＶ、ラジオ等で

活躍中の「リリーさん」による防災講座を開催し

ます。 

ＥＷＩ（イーウィ）奏者でもあるリリーさんは

音楽活動の経験も豊富で、本講座では世代を問わ

ず楽しめる楽曲の生演奏も予定しています。 
 

日 時 3 月 19 日(日) 10 時～12 時 

講 師 リリーさん 

場 所 西大寺公民館 3 階  第 1 講座室 

定 員 先着 30 人 

申 込 公民館にお申し込みください。（電話可） 

※ＥＷＩ(AKAI professional™)とは？ 

Electronic Wind Instrument の略称で、電子管楽

器の一種。 

9 月に公民館で上映した『ＭＩＮＡＭＡＴＡ』は

多くの人に感動を与えました。この映画が伝えたか

ったことは何か？一緒に語り合いませんか？ 

2014年から毎月水俣病の患者さんの往診に回り、

寄り添ってこられている岡山大学の頼藤先生をお

招きしてお話もお伺いします。 

 

日 時  1 月 28 日（土）14 時～16 時  

場 所  西大寺公民館 3 階 第 2講座室 

ゲスト 頼藤貴志教授 

（岡山大学大学院医歯学総合研究科） 

林 美帆さん（みずしま財団） 

定 員  高校生以上 20 人 ＊先着順 

申 込 公民館へお申し込みください（電話可）。 

 

「むかしむかしあるところに・・・」日本に継承

されてきた昔語や伝説などに興味のある方、語りの

世界を一緒に楽しんでみませんか？ 
 

日 時  2 月 25 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 

場 所  西大寺公民館 2 階 201 大研修室 

講 師 立石憲利さん（日本民話の会会長） 

定 員  40 人 ＊先着順 

申 込 公民館へお申し込みください（電話可）。 

 

申込みは不要です。(ご自宅で検温しマスク着

用でご来館ください） 
 
日 程  ＊火曜日の 10 時～12 時 

1 月 10 日（火）「アイ・ラブ・ユー（1999）」 
出演：忍足亜希子、田中実 

2 月 14 日（火）「未完成交響曲（1933 独）」 
出演：オットー・トレスラー 

3 月 14 日（火）「ゆずり葉の頃（2015）」 
出演：八千草薫、風間トオル 

場 所 西大寺公民館 3 階 研修室 

定 員 当日先着 20 人 

その他 上映開始 20 分前から入室できます。 
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日 時  3 月 10 日（金）10 時～12 時  

場 所  西大寺公民館 3 階 美術工芸室 

講 師 三村芳恵さん（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

定 員  12 人 ＊先着順 

材料費 3,000 円 ＊当日集金します 

申 込 2 月 28 日(火)までに、公民館へお申 

し込みください（電話可）。3月 1日 

以降のキャンセル不可。 

パソコンについて自己学習をする場所です。 

Word、Excel その他質問も受け付けています。 

感染予防対策のため、事前に予約が必要です。 
 
日 程 1月 20日(金)・2月 3日(金)、17日(金) 

13 時 30 分～15 時 30 分  

＊3 月の実施日は公民館にお尋ねください。 

場 所 西大寺公民館 3 階 視聴覚室 

定 員 各回 5人  

参加費  100 円と資料代 

申 込 公民館へお申し込みください。（電話可） 

Zoom 講座のご案内 
～初心者からホストとして活躍するまで 
 

今さら聞けない？Zoom の使い方を学ぶ講座で

す。ミーティングへの参加から、自分がホストと

なりミーティングを運営するまでを学びます。昼

と夜の 2 コースどちらかを選び、全回参加してく

ださい。 
 

昼コース：2 月 2 日、9 日、16 日（木）13:30～16:00 

夜コース：2 月 3 日、10 日、17 日、24 日（金）

19 時～21 時 

定員 5 人（パソコンを持参ください）※先着順 

申込み・お問合わせ 

メールで西大寺公民館まで。 

（saidaijikouminkan@city.okayama.lg.jp） 

講師 さいちゃんクラブメンバーと内田公民館長 

完全予約制で先着 20 人。申込み期間は参加希望

日の１カ月前の開催日翌日から 1週間前まで。（一

緒にうどんを作ってくださる方も募集中） 
 
日 程 2月 6日、3月 6日 ＊１月はお休みです。 

    いずれも月曜日、12 時 10 分～13 時 

    ＊温かいうどんのみです。（天ぷら付き） 

値 段 並 400 円、大盛り 500 円 

場 所 西大寺公民館 3 階 第 1講座室 

申 込 公民館窓口へ（電話可）。 
お願い      ・申込み時に当日の受付時間を伝えます。 

     ・マスク着用の上ご来館ください。（黙食） 
        ・飲料水はご持参ください。 
 

「あっ晴れ！もも太郎体操」を公民館のロビー

で好評開催中です。いつからでも参加できます。 

体操が終わった後は、参加者同士の交流もはじめ

ました。水分補給用の飲み物をご持参ください。 
 
実施日  1 月 6 日、13 日、20 日、27 日 

2 月 3 日、10 日、17 日、24 日 

3 月 3 日、10 日、17 日、24 日、31 日 

＊金曜日の 10 時 10 分～ 

場 所 西大寺公民館 ロビー 

※申込み不要。参加票に記入していただきます。

ご自宅で検温し、マスク着用でご参加ください。 

おおむね 65 歳以上の方が対象の介護予防教室で

す。受付時に検温と体調確認を行います。その結果、

参加を控えていただく場合もあります。マスクを着

用し動きやすい服装でお越しください。（事前申し

込み制になりました。） 
 

日 程 木曜日の 10 時～12 時 

1 月 12 日「転倒を防ぐ体づくりとは？」 

2月 9日 「認知症の前段階を知ろう！脳トレ大紹介」 

3 月 9 日「ストップ！感染症～お口編～」 

場 所 西大寺公民館 3 階 第 1講座室 

申 込 教室で翌月分の申込をするか、教室の翌日

以降に公民館にお申込みください（電話

可）。 

定 員 45 人程度 ＊先着順 

持ち物 タオル、筆記用具、水分補給の飲料 環境や社会･人に配慮した「エシカル消費」の可能

性をテーマに、オンライン中継で講演会を行います。 

日 時 1 月 20 日(金) 13 時 30 分～15 時 

講 師 柿野成美さん（公財・消費者教育支援センター

理事） 

場 所 西大寺公民館 3 階 第 2講座室 

定 員 先着 15 人 

申 込 公民館にお申し込みください。（電話可） 
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昨年 11 月 13 日、19 日、20 日に第 48 回公民館文化祭が開催されました。 

今回はコロナ禍の影響で３年ぶりとなる開催で、舞台発表と展示の部を分散して行うという開催形

態となりましたが、舞台と展示あわせて約 700 人の方々が来館されました。 

クラブ講座の皆様、お疲れ様でした。 

西大寺公民館公式 YouTube チャンネルでは、舞台・展示それぞれの様子を動画で閲覧できます。 

⇒「西大寺公民館文化祭 YouTube」で検索 

 

  

「ハワイアンダンス」クラブが、令和 4

年 11 月末でクラブ活動を中止いたしまし

た。長い間、お疲れ様でした。 

公民館のロビーにあるキッズコーナーが、このたび

リニューアルしました。 

床のマットが畳に変わり、カプラ、ロディも加わっ

て、よりいっそう子どもたちが楽しめるコーナーへと

生まれ変わりました。お子様連れの方はぜひご利用く

ださい。（寄贈 岡山中央ロータリークラブ様） 

 

 

12 月 11 日（日）に開催したカプラコンテストで

は、4チーム 11 人の方が参加いただき、「チームク

リスマス」（磯﨑さん親子）が優勝しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

公民館の広いロビーに作品を展示してみません

か？パネルをつかっての吊り下げや、机上の展示が

可能です。興味がある団体・個人は、公民館までお

問い合わせください。 
 

展示期間 設営撤収を含めて２週間以内 

要件 出展料は無料／設営・撤収は出展者で行う 

こと／作品にはキャプションをつける／ 

販売は不可／盗難や破損の被害に対して 

公民館は責任を負えません 

 

優勝作品「四角いお城」 
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初めの計画では西大寺紡績は政府から機械を借

り受ける予定でしたが、その使用料が予想外に高

かったため、より生産力の高いイギリス製の精紡

機を購入。多額の投資を行い、最新の設備を整え

ました。    

しかし、期待していた政府からの資金援助は得

られず、また経験も技術も不十分なうえに販路の

実績もなかったため製品の販売も低迷。操業早々

から大変な苦境に立たされました。 

このような厳しい状況下、社長を引き受けてい

た伊原木久三郎氏が１年半余りで辞職し、他の重

役も 1、2年の間に数度交代。日本中が不況という

こともあり、資金繰りは苦しくなる一方でした。 

 会社の経営状況が不安定だという噂が流れる

と、株主たちは狼狽して株を売り急ぎ、それによ

り会社の不振がいっそう悪化しました。 

銀行や大口債権者によって合併の話も進めら

れ、銀行からの融資も受けられず金策に困り果て

た末、合併する以外に生き延びる方法が無くなり、

明治 32 年 5 月、西大寺紡績は岡山紡績と合併し、

岡山紡績（株）西大寺工場となりました。 

合併後も不況は続きましたが、明治 36 年頃から 

公民館だよりをいっしょに作りませんか？ 

公民館だよりをいっしょに作って下さる編集委

員を募集しています。西大寺の魅力を発信したい方

のご参加をお待ちしています。 

定 員  西大寺中学校区に在住の方 若干名 

申 込  西大寺公民館にお申し込み下さい。 

問合せ  詳しいことが知りたい方は公民館まで 

     （TEL：086-942-6252） 

ようやく紡績界も安定。翌 37 年に日露戦争が始

まり、今度はどの会社も戦後を予想し緊張して仕

事にかかりました。 

幸い、軍需綿布の大量需要により予想外の盛況

となり、戦勝の報がもたらされる度に糸価は高

騰。38年8月には織布工場も新しく造られました。 

しかし 9月に日本とロシアで「講和条約」が結

ばれ戦争は終結。再び戦後の不況がやってきまし

た。 

39 年 2 月岡山県は県下の紡績各社を集め、政府

の合同勧誘方針を説明し、合同を進めていきまし

た。岡山紡績も備前紡績も厳しい経営状況であっ

たため、政府の方針に従ってまずは京都の絹糸紡

績株式会社と合併し、その後明治 44 年 3 月、つ

いに絹糸紡績（株）は鐘淵紡績（株）と合併しま

した。 

しかしその後も不況は続き、鐘淵紡績も経営悪

化は避けられませんでした。（その時、鐘淵紡績

を立て直した武藤山治氏については次号で触れ

ます。） 

 同年 4 月鐘紡西大寺工場の工場長として 32 歳

の若い津田信吾氏が就任しました。彼は大阪淀川

工場から新進気鋭の技師など優秀な職員をスカ

ウトし、西大寺工場に改良を加えて、素晴らしい

工場に立て直しました。後に本社鐘紡（東京）の

２代目社長を務めるほどの優秀な人でした。 

 昭和 4 年には第 1 工場が完成し、昭和 11 年に

は第 2工場を増設。ますます大きくなりました。 

（公民館どおり編集委員 在本桂子） 

新シリーズ 

 

12 月 4 日（日）に西大寺浜の吉井川河川敷で、

絶滅危惧種「ハマウツボ」の保護活動（草取り）と、

新設した説明看板のお披露目をしました。 

ハマウツボは他の草がしげると生育が妨げられ

るため、日頃からボランティアの方々が保全活動を

行っています。「今までは通りすがりの方から『何

をしているの？』と尋ねられていたけれど、看板を

見てねぎらいの言葉をかけて下さるようになった」

といった心温まるやりとりも生まれています。 
 

Vol.２ 鐘紡のあゆみ 


